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運動器外科学・腫瘍集学治療

学（整形外科） 

 スタッフ 

科長  湏藤 啓広 

副科長  松峯 昭彦 

   

医師数 常 勤 １８名 

 併 任 ０名 

 非常勤 １３名 

 

 診療科の特色・診療対象疾患 

整形外科では、外傷などの一般的な整形外科疾患

のみならず、骨軟部悪性腫瘍例、転移性骨腫瘍例、

関節や脊椎疾患の再手術例や高度な技術を要する症

例、遊離組織移植や微小血管吻合を要する手術例、

希有な疾患の症例、重篤な全身合併症がみられる症

例に対して、より良い医療を提供できるよう努めて

おります。 

 
 診療内容の特色 

主な診療内容 

 

１ 関節変性疾患 

当院では変形性関節症に対する人工関節置換術を

行っています。最新の技術である低侵襲手術（MIS）

も積極的に人工股関節置換術、人工膝関節置換術に

おいて導入しており、股関節手術では、摩耗しにく

いポリエチレンやセラミックスを使用した人工関節

を用いたり、骨セメントを使用しないインプラント

を用いるなどして人工関節の耐久性を高める工夫を

しています。コンピューターナビゲーションシステ

ムも積極的に応用し、より正確な人工関節設置がで

きる最先端治療を行なっています。人工関節置換術

ではクリニカルパスを用いて、早期リハビリを行な

っており、手術後 3 週間の退院を予定しています。

また、自己血を貯血することにより同種血（他人の

血液）輸血を回避できるよう配慮しています。股関

節外来や人工関節外来といった専門外来を設置し、

患者さんの診療・術後のフォローアップを行なって

います。さらには、変形性関節症や軟骨損傷の病因

病態およびその治療に関する基礎研究を中心に、新

しい人工股関節の開発や人工軟骨の開発、変形性関

節症の疫学調査など、研究分野にも力を入れて取り

組んでいます。 

 

２ 骨軟部腫瘍・転移性骨腫瘍 

腫瘍外来では、原発性の軟部腫瘍や骨腫瘍はもと

より、転移性骨軟部腫瘍の治療を担当しています。

三重県内でかかりつけ医や病院で腫瘍が疑われたほ

とんどの患者さんは、当院に紹介を頂いているのが

現状であり、腫瘍の手術を年間 150 件あまり行って

おり、全国的にみても中核的骨軟部腫瘍専門施設と

なっています。 

当院は標準的な治療に加え、原発性の骨軟部腫瘍

患者さんに対してアクリジンオレンジ光線力学的療

法による縮小手術によって、患肢機能の障害を最小

限に押さえつつ、広範切除と同等の治療成績を得る

ことに成功しています。また、当院放射線科とタイ

アップすることにより、ラジオ波焼灼術や凍結療法

をいち早く取り入れ、肺転移などの転移病巣を「切

らずに治す」ことが可能となり、注目を浴びていま

す。さらには、遺伝子・免疫細胞治療学とタイアッ

プして肉腫に対する新しい免疫療法の治療研究を開

始しました。 

 

３ 関節リウマチ 

関節リウマチは治療効果の高い薬剤が多く開発さ

れ、その予後は改善しつつあります。 

当院では、リウマチ薬、非ステロイド性抗炎症薬

（NSAIDs）、副腎皮質ステロイド薬、生物学的製剤を

使用し、関節の疼痛・炎症を抑え、関節の変形を予

防し、治癒の状態に導くことを目標に治療を行なっ

ており、専門外来を設置しています。また、この疾

患は関節の変形などにより日常生活に支障を来たし

たり、薬剤使用による副作用が出現したりするリス

クを伴うものであるため、患者さんが疾患を受け入

れ、前向きに治療を行なうことができるよう診療を

行なっています。 

 

４ 脊椎疾患 

社会の高齢化にともない、腰部脊柱管狭窄症を中

心とした腰椎変性疾患の手術症例が増加している中、

循環器疾患を中心とした内科的疾患を合併する症例

に対しても安全に治療を行っております。また、脊

髄腫瘍、転移性脊椎腫瘍による急激な疼痛、麻痺を

伴う症例に対しては緊急的対応を行い、可及的早期

の治療を行っています。また、側彎症や後彎症とい

った高度な脊柱変形に対しても、積極的に脊椎イン

ストゥルメンテーションを用いた矯正、固定手術を

行い、患者さんの ADL の改善、早期社会復帰を目的

とした先進的治療を行っております。 

 

５ 手の外科疾患 

日々の生活で非常に重要な役割を果たし、巧緻作

業を必要とする手などに対し、血管、神経縫合など

を駆使した再建手術や、関節鏡手術など最先端の医

療を行ない、ケガなどにより一時的に低下した患者

さんの QOLを向上させることに努めています。 
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６ スポーツ・外傷疾患 

高い運動能力を必要とするアスリートなどに対し

ては、出来る限り早期の復帰を第一目標として、最

も適切な治療法を選択するようにしています。万一

手術が必要となった場合でも、関節鏡を用いた靱帯

再建手術、機能回復手術などを行ない、なるべく侵

襲を少なくし、早期復帰を目指すよう患者さんのニ

ーズに答えています。 

 

７ 骨代謝疾患 

骨代謝疾患の代表的なものとして骨粗鬆症があげ

られます。超高齢社会を迎えて、骨粗鬆症およびそ

れに伴う骨折は、高齢者の寝たきりにつながり生活

の質（QOL）を著しく低下させます。骨粗鬆症を治療

し骨折を予防することは、健康的な生活を送るには

かかせません。積極的に採血、骨塩定量、尿検査、

画像検査（レントゲン、CT、MRI）などの諸検査を行

い骨粗鬆症の診断および治療を進めて行きます。骨

軟化症などその他の骨代謝疾患に対しても診療を行

っております。 

 

得意とする分野 

・ 人工関節手術 

・ 骨粗鬆症治療 

・ 関節リウマチ治療 

・ 骨軟部腫瘍・転移性骨腫瘍治療 

・ 脊椎疾患手術 

・ 手の外科手術・マイクロサージャリー 

・ スポーツ整形外科・関節鏡手術 

・ 運動器リハビリテーション・がんリハビリテー 

ション 

 

高度先進・特殊医療 

 

＜高度医療＞ 

・ 人工関節置換術 

変形性関節症や関節リウマチに対して、低侵襲人

工関節置換術を行います。 

・ 腫瘍用人工関節置換術・放射線処理自家骨移植 

手術 

悪性骨軟部腫瘍に対し、患肢温存手術を行いま 

す。 

・ 脊椎インストゥルメンテーション手術 

脊椎手術において不安定脊椎の固定を行いま 

す。 

・ 手の外科マイクロサージャリー 

微小血管吻合、複合組織再建、運動機能再建を 

行います。 

・ 関節鏡手術 

靱帯再建などの手術を行います。 

 

＜特殊医療＞ 

悪性骨軟部腫瘍に対しアクリジンオレンジ光線力

学的療法・磁性体温熱療法を併用し、患肢機能の温

存、再発制御を行います。 

 

特徴的な検査・医療設備 

＜検査＞ 

骨密度測定検査・超音波検査・術中神経伝導速度

検査 

 

＜医療設備＞ 

3D-CT・MRI・レントゲン装置・超音波装置（エコ

ー）・アクリジンオレンジ光線力学的治療装置・磁性

体温熱治療装置・各種関節鏡・コンピューターナビ

ゲーションシステム 

 

 

専門外来・特殊外来 

・股関節外来 

・スポーツ整形外科 

・脊椎外来 

・腫瘍外来 

・人工関節外来 

・膝関節外来 

・リウマチ外来 

・骨代謝外来 

・上肢外来 

 

 

診療実績 

診療実績を表１に示す。 

 
表１ 整形外科手術件数 

   

疾患・部位 

2014 年度        

（2015年 1月末

まで） 

2015 年度        

（2016 年 1 月

末まで） 

股関節 142 107 

膝関節 73 72 

足関節・足 16 42 

肩関節 6 11 

脊椎 106 76 

手・肘関節 38 37 

腫瘍 194 120 

骨折手術 16 18 

その他 29 14 

合計 626 497 

 
 http://www.hosp.mie-u.ac.jp/section/shinryo/seikei/ 
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